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最近報告された 野菜の新病害の特徴と問題点
あ び こ かず お

農林水産省野菜 ・茶業試験場 我 孫 子 和 雄

は じ め に

野菜に お け る 新作型の 開発や施設栽培の増加は， 野菜

の周 年供給 を可能に し た 。 こ の た め ， 消費 者 は年聞 を通

じ て各 種の野菜 を食べ る こ と が可能に な っ た が， 農業現

場では， 昔 か ら 行わ れ て い た 適地適作， 伝 統的 な輪 作体

系 か ら ， 産地の 固定化， 大規模 化 を促 し ， 連 作が普通に

行わ れ る 栽培体系に 変わ っ た 。 こ の よ う な， 野菜の栽培

環境の変化が病害の発生に 大 き く 影響 し ， 各 種の新病害

の発生 を促 し ， ま た既 存の病害の発生状況に も 大 き な変

化 を も た ら し た 。 さ らに ， 1973 年に 起 こ っ た 第 l 次 石

油 シ ョ ッ ク や種子消 毒用有機水銀 剤の使用禁 止 な ど， 社

会 ・ 経済 的環境に よ っ て も ， 病害の発生 は大 き な影響 を

受 け た 。 1965 (昭和 40) 年か ら ， 約 20 年間に わ た る 病

害発生の推移に つ い て は， 既に 記 述 し て い る (我孫 子，

1987) の で， 本稿で は 主に 1990 年代に な っ て話題に な

っ た新病害 を 中心 に 解説 す る 。

I 新病害の発生実態

1989�95 年 に 発 生 し た 病 害 で， 日 本 植 物 病 理 学 会

(1993， 1994， 1995， 1996 a， b ， c) で 認 知 さ れ た ， 主

要 な作物に 発生 し た 新病害 と そ の病原 を 挙 げ る と ， 表 I

に 示す と お り で あ る 。

こ れに よ れ ば， わ ず か 7 年間に 48 作物で， 97 病害が

新病害 と し て 発生 し て い る 。 従 来か ら わが国に 栽培 さ れ

て い る 野菜 で は ， ほ ぽ満遍 な く 1�3 の新病害 の 発生が

確認 さ れて い る が， 特に近 年の健康食品 ブー ム を反映 し

て 新 し く 導入 ・ 栽梼 さ れた ア シ タ パ， モ ロ へ イ ヤ ， ヤ ー

コ ン な ど の機能性野菜や地域特産野菜お よ びノ f セ リ ー な

どで多数の新病害が発生 し て い る の が注 目 さ れ る 。 こ れ

ら は， 新規に導 入 さ れた野菜であ る か ら ， 従 来か ら 病害

に つ い て未 記載 の も の が多 く ， 病害が発生 し た 場合 に

は， 多 く の も の が新病害に な る 。 ま た ， パセ リ ー や ブ ロ

ツ コ リ ー な ど は ， 近 年に な っ て栽培面積 が増加 し て い る

た め ， 各 種の栽培環境に遭遇 す る た めに ， 新病害 の発生

が多 い と 考 え ら れ る 。
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E 病原菌の新レースの発生

最近 ， わ が国で以前か ら 発生 し て い た 病害 の病原菌の

中に ， 抵抗性品種 を侵す新 レ ー ス が発生 し て ， 抵抗性品

種 を 無効に す る た め問題に な っ て い る 。

1 メ ロ ンつ る 割病菌のレース分化

メ ロ ン は つ る割 病に 極 め て 弱 く ， r ア ー ル ス 系j の 品

種が主体の 温室栽培で は ， 本病の 防除に 多大 の労力 を費

や し て お り ， 本病に抵抗性の共台 で あ る 「大井J ， r エ メ

ラ ル ド ゼ ム j な どに接ぎ木栽培 し て い る 。 他の ハ ウ ス 栽

培用 の メ ロ ン で は ， 本病に抵抗性の 品種が多数育成 ・ 市

販 さ れ， 有効で あ っ た が， 近 年抵抗性品種 を侵す レ ー ス

が， 高 知 県 (小林， 1988) ， 北 海 道 (岩 田 ら ， 1993 ; 田

中 ら ， 1996) ， 滋賀 県 (並 木 ら ， 1995) な ど で発生 し て

い る 。 わ が 国に は現 在， 表 2に 示 す 判 別 法に よ っ て 合

計 4 種の レ ー ス が分布 し て い る (並 木， 1997) 。 抵抗性

品種 を侵す レ ー ス の分布 は， 全国的に 見 る と ま だわ ずか

であ る が， 新品種の導入や栽培に は十分気 を つ け な け れ

ばな ら な い。 特に レ ー ス 1， 2 Yに 対 し て 有効 な抵抗性素

材 は 見 い だ さ れて い な い の で， 今後他の産地に誌 散 し な

い よ う 十分な注意が必要 で あ る 。

2 ト マ ト 萎凋病菌のレース分化

ト マ ト萎凋 病に は ， 1962年に 鈴木 らに よ っ て 育成 さ

れ た抵抗性 系 統 「 興津 1�6 号」 を 交配 親に し たあ 品

種が多数市販 さ れ有効 で あ っ た 。 し か し ， 1980年 代に

な っ て静岡 (鈴井 ら ， 1983) を は じ め と し て ， 高知 (小

林 ・倉 田， 1988) ， 福岡， 栃木 (有江 ら ， 1989 ; 中 山 ら ，

1989) ， 愛 知 (深谷 ・康 田， 1990) ， 宮崎 (櫛 間 ・ 三浦 ，

1990) ， 岐阜 (棚橋 ら ， 1991 ) ， 長 野， 青森 (桑 田 ら ，

1994) ， 北海道 (西脇 ら ， 1994) ， 山形 (上野 ・佐久間，

1995) な ど の各県で， 抵抗性品種 を侵す レ ー ス 2 の発生

が報告 さ れた 。 こ の現象 は産地での ト マ ト 栽培や今後抵

抗性品種 を育成す る う え で配慮 し な け れ ば な ら な い。

3 ト マ ト 半身萎;周病菌のレース分化

ト マ ト 半身萎凋 病に 対 し て も ， 抵抗性品種の利用が防

除の た めに 有効で あ っ た 。 し か し， 近 年抵抗性品種 を侵

す新 レ ー ス の発生が神奈川県や 山梨 県 で報告 さ れて い る

(小林 ら ， 1990 ; 小林 ら ， 1996) 。 本 病に 対 す る抵抗性

は， 単 因 子優 性 の抵抗性遺伝 子Veに よ る と さ れ て お

り ， Ve遺伝 子 を 侵す レ ー ス 2 が わ が 国に も 発生 し て い
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表 - 1 1989�95 年 に 発生 し た野菜の新病害の一覧表

野菜名

ア サ ツ キ ウ イ ル ス 病

ア シ タ J � | 疫病

葉枯病

葉腐病
灰色か ぴ病
苗立枯病
白絹病

ア ス パ ラ ガ ス | 株腐病
苗立枯病
白紋羽病
炭痘病

ア ー チ チ ョ ー ク | 炭痘病
イ チ ゴ 褐斑病

白絹病
先枯病

ウ ド
オ ク ラ

果実黒斑病
灰色か ぴ病

カ イ ラ ン ベ と 病
カ ポ チ ャ 青枯病
キ ャ ベ ツ 株腐病
キ ュ ウ リ ウ イ ル ス 病

青枯病
キ ョ ウ ナ
ゴ ボ ウ

白網病
コ マ ツ ナ
サ ト イ モ 灰色か ぴ病

茎腐病
シ ソ | 斑点病

灰色かぴ病
茎腐病

シ ュ ン ギ ク | 黒斑病
菌核病

ス イ カ | 灰 白色斑紋病
黒点根腐病
立枯病

セ リ
タ マ ネ ギ り ん片腐敗病

貧斑病
タ ラ ノ キ 半身萎凋病
チ コ リ ー 萎凋細菌病
チ シ ャ う ど ん こ 病
ツ ル レ イ シ 斑点細菌病

ト ウ ガ ン | モ ザ イ ク病
立枯病

( 1 ) Garlic latent virus 
( 2 )  L居ek yeIlow virus 

病 原 名剖

( 1 )  Phytoþhthora nicotianae v AN BREDA DE HAAN var. 
ρarasitica (DUSTUR) WATERHOUSE 

( 2 )  Phyto，ρhthora syringae (KLEBAHN)  KLEBAH N  
( 1 )  Seþtoria dearnessii ELLlS et EVERHART 
( 2 )  Seþtoria sp. 
Rhizoctonia solani KOHN 
Bot.ηtお cinerea PERS∞N : FRIES 
Rhizoctonia solani KOHN 
Sclerotium ro拘ii SACCAR∞ 
Fusarium moniliforme SHELDON var. intermedium NEISH et LAGGET 
Rhizoctonia solani KOHN 
Rosellinia necatrix PRILLIEUX 
Colletotrichum gloeo.ゆorioides (PENZIG) PENZIG et SACCAROO 
Colletotrichum gloeosþorioides (PENZIG) PENZIG et SAαAR∞ 
Dothio開lla sp. 
Sclerotium rolfsii SACCARDO 
Fusarium moniliforme SHELOON 
Phytoþhthora cactorum (LEBERT et COHN )  SCHRÖTER 
( 1 )  Pseudomonas cicho悶ii (SWINGLE 1925) STAPP 1928 
( 2 ) Pseudo問onas viri・diflava (BURKHOLDER 1930) DOWSON 1939 
A lternaria alternata (FRIES : FRI回) KEISSLER 
Botηtis cine叩'a PERS∞N : FRIES 
Peronosþora þa1i国itica (PERSOON : FRIES) FRI邸
Pseudomonas solanacearum (SMITH 1897) SMITH 1914  
Thanateþhorus cucumeris (FRANK) DONK 
Tomato spotted wilt virus 
Peudomonas solanacearum (SMITH 1896) SMITH 1914  
乃thium sp. 
Sclerotinia sclerotiorum (LIBERT) DE BARY 
Sclerotium rolfsii SACCARDO 
Rhizoctonia solani KOHN 
Bo均的 cinerea PERS∞N : FRIES 
Rhizocton必 solani KOHN 
Coryne，ゆora cassiicola (BERKELEY et CURTIS) W EI  
Bolη的 cinerea PERSOON : FRIES 
Rhizoctonia solani KOHN 
Alternaria solani SORAUER 
Sclerotinia sclerotiorum (LIBERT) DE BARY 
Tomato spotted wilt virus 
Mono，ゆor，ωω cannonball.ω POLLACK et U配KER
Fusarium solani (MARTIUS) SACCAROO f. sp. cucurbitae SNYDER et 
HANSEN 
乃thium afertile KANOUSE et HUMPHREY 
Pseudomonas gladioli SEVERINI 1913 
Hetero.ゆ0月ium alli-ceþae RANOJf:VIC 
Verticillium dahliae KLEBAHN 
E間inia chrysanthemi BURKHOLDER， McFADDEN and DIMOCK 1953 
Eη，siþhe cichoracearum DE CANOOLLE 
Pseudomonas syringae pv. ゐchrymans (SMITH and BRYAN 1915)  

YOUNG， DYE and WILKIE 1978 
Tomato spotted wilt virus 
Fusarium solani (MARTIUS) SAαAROO f. sp. cucurbitae SNYDER et 
HANSEN 
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ト マ ト | 褐色輸紋病
腐敗病

ニ ラ | 軟腐病

病腐

病

病
根
病
す

腐
色
凋
す

葉
紅
萎
黒

ンJν
 

ン

ネ ギ | 萎貧病
小菌核腐敗病

パ セ リ ー | 萎凋病
う ど ん こ 病
立枯病
炭痘病
苗立枯病
根 く ぴれ病
根腐病

ハ ク サ イ | 輸紋病
ヒ シ | 白絹病
ピ ー マ ン | 立枯病
フ ダ ン ソ ウ | 白絹病
プ ロ ツ コ リ ー | べ と 病

輪紋病
ピ シ ウ ム 腐敗病

ペ ピ ー ノ | 汚斑病
ホ ウ レ ン ソ ウ | こ う がい か ぴ病
マ ク ワ ウ リ | 半身萎凋病
ミ ョ ウ ガ | モ ザ イ ク 病

ウ イ ル ス 病
紋枯病

メ ボ ウ キ | 灰色か ぴ病
メ ロ ン | 紅色根腐病

立枯病

病

病
病

病
病

病
病

病

病

病
ぴ

ク
菌

腐
ぴ

核
腐

ス

病
菌
病
枯
か
病
イ
細
病
根
か
病
菌
根
病
ル

敗
形
星
立
色
痘
ザ
凋
絹
色
色
ぴ
粒
点
絹
イ

腐

変
黒
苗
灰
炭
モ
萎
白

紅
灰
さ
小
黒
白
ウ

ヤ

ウ

イ

ン

モ

オ
ヨ

へ

コ

イ

ガ
キ
ピ

ロ

一

マ

ウ
ツ
サ

モ

ヤ

ヤ

ユ
ラ
ワ

CoηMゆora casiicola (BERKELEY et CURTIS) WEI 
Pseudomonas marginalis pv. maγ-ginalis (BROWN 1918) STEVENS 1925 
Erwinia carotovora subsp. carotovora (JONES 1901 ) BERGEY， HARRISON， 
BREED， HAMMER and HUNTOON 1923 
Rhizocfonia solani KOHN 
Pyrenochaeta terrest何回s (HANSEN) GORNZ， WALKER et LARSON 
F出arium oxy.ゆorum SCHLECHTENDAHL : FRIES 
( 1 )  Chalara elegans N AG RAJ et KENDRICK 
( 2 )  Chalara thielavioides (PEYRONEL) N AG RAJ et KENDRICK 
Phytoplasma 
Botrytis sq即mosa WALKER 
Fusarium 0.勾Isþorum SCHLECHTENDAHL : FRIES 
Eη，siphe heraclei DE CANODOLLE 
Fusarium solani (MARTIUS) SACCARDO 
Colletotrichum gloeosþorioides (PENZIG) PENZIG et SACCARDO 
Rhizoctonia solani KOHN 
Fusarium avenaceum (CORDA : FRIES) SACCARDO 
乃thium ゆhanide仲間tum (EDSON) FITZPATRICK 
Astero問ella br.国sicae (CHEVALLlER) BOEREMA et VAN KESTEREN 
Sclerotium ro約ii SACCARDO 
Nectoria haematococca BERKELEY et BROOME 
Sclerotium ro必ii SACCARDO 
Perono.ゆora parasitica (PERS∞N ・ FRIES) FRIES 
Asteromella brassicae (CHEVALLlER) BOEREMA et VAN KESTEREN 
乃thium ultimum TROW var. ultimum 
Pleosþora sp 
ChoaneÞhora cucurbitarum (BERKELEY et RAVENELl THAXTER 
Veγti，αillium dahliae KLEBAHN 
Cucumber mosaic virus 
Tobacco rattle virus 
Rhizocfonia solani KOHN 
Bot:ηItis αnerea PERSOON : FRIES 
乃Irenochaeta terrestris (HANSEN) GORONZ， WALKER et LARSON 
Fusarium solani (MARTIUS) SACCARDO f. sp.  cucurbitae SNYDER et 
HANSEN 
Pseudomonas cicho円ii (SWINGLE 1925) STAPP 1928 
Physarum gyrosum ROSTAFINSKI 
Cercoゆora corchoη・ SAWADA
Rhizocfonia solani KOHN 
Botrytis cinerea PERSOON : FRIES 
Colletotrichum acutatum SIMMONDS ex SIMMONDS 
Cucumber mosaic virus 
Erwinia chη'santhemi BURKHOLDER， McF ADDEN and DIMOCK 1953 
Sclerotium rolfsii SACCARDO 
乃renochaeta terrestris (HANSEN) GORENZ， W ALKER et LARSON 
Botη'otinia fuckeliana (DE BARY) W HETZEL 
GoPlana diosco陀'a (BERKELEY et BROOME) CUMMINS 
Typhula ishikari目ensis S. IMAI 
Monoゆorascus cannonballus POLLACK et U ECKER 
Scleroti附n rolfsii SACCARDO 
( 1) Broad bean wilt virus 
(2) Wasabi latent virus 

う ど ん こ 病 I Oidium sp 
ワ サ ビ ダ イ コ ン | パー テ ィ シ リ ウ ム黒点 I Verlicillium dahliae KLEBAH N  

病

剖 : 病原菌名， 病原細菌名 お よ び病原 ウ イ ル ス 名 は 日 本有用植物病名 目 録に準拠 し た .
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表 - 2 日 本産 メ ロ ン つる割病菌の簡易 レ ー ス

判別 (並木. 1997) 

判 別 品 種
レ ー ス 番号

ア ム ス 大 井 黄金九号

。 + 叫
+ + 

2 + + 
1 . 2 Y + + + 

叫 : + 棲病性， 一 : 抵抗性

る こ と が推定 さ れ る 。

現在 ま での研究 に よ っ て ， 以上の病原菌の ほ か に ， ホ

ウ レ ン ソ ウ べ と 病や ト マ ト 葉か ぴ病の病原菌 に お い て も

レ ー ス の分化が認め ら れて い る 。

皿 既存病害の大発生

従 来か ら 認め ら れて い た病害であ る が， 自 然発生 に よ

っ て 病原が新た に 宿主植物 を拡大 し ， 被害が増大 し て い

る 例 に は， 最近各 地で被害が問題 に な っ て い る ト マ ト 黄

化 え そ ウ イ ル ス があ る 。 本病原 ウ イ ル ス に よ る 被害拡大

の 経 緯 に つ い て 若 干 述 べ る 。 本 ウ イ ル ス (Tomato

spott ed wi lt vi ru s， TSWV) は ， わ が 国 で は， 1970 年

に 岡 山 県下 の ダ リ ア で初 め て 発生 が認 め ら れ た 。 そ の

後， 1972 年 に奈良 県下の露地 ト マ ト で， ま た 1974 年 に

は神奈川 県下のハ ウ ス ト マ ト に 発生が認め ら れた 。 さ ら

に ピ ー マ ン や タ バ コ で も 自 然発生が確認 さ れて い る 。 そ

の後は， 病害の ま ん延 は 顕著でな く 実害 は ほ と ん ど認め

ら れ な か っ た 。 し か し 1994 年 に 東海地方 の冬 作 メ ロ ン

で， 葉 に 多 数 の え そ 斑点 を 生 じ ， 果 実 に モ ザ イ ク を 現

し， 果実の表面が い つ ま で も 青 い ま ま で， 果肉の褐変や

ネ ッ ト の発生が不良 に な る 病害が発生 し た 。 原因 を調べ

た 結果， TSWV に よ っ て 起 こ る こ と が明 ら か に さ れ た

(加藤 ら ， 1994) 。

ウ イ ル ス 粒子 は 皮膜 を持 つ 球形 で， 直径 85 nm あ る 。

不 活 化 温 度 は 40""'460C， 10 分。 希 釈 限 度 は 2 X lO-2

""' 10-3 倍， 保存限度 は 2""'5 時 間 で あ っ て ， 宿主 に よ っ

て物理的性質 は若干異 な る が， 不安定で あ る 。 宿主範囲

は極め て広 く ， 海外で は 34 科 160 種 の 植物 に 寄生 す る

と さ れて い る 。 ア ザミ ウ マ類 に よ っ て永 続的 に伝 搬 さ れ

る が， 経卵伝 染 は し な い。 土壌伝染 や種子伝 染 は し な

い。 汁 液接種 に よ っ て ， 容易 に伝染す る た め ， 管理作業

に 伴 っ て伝染す る 危険性が あ る (土崎 ら ， 1993) 。

東海地 方 で は ， メ ロ ン の ほ か， キ ュ ウ リ (竹 内 ら ，

1996) ， ト マ ト ， ピ ー マ ン， キ ク (加藤 ら ， 1995) に も

被害が広 が っ て い た が， 新た に ガ ー ベ ラ に被害が出 て い

る こ と が明 ら か に な っ た (加藤 ら ， 1996) 。 ま た ， 1996 

年に は 四 園地方で， キ ュ ウ リ ， メ ロ ン， ス タ ー チ ス な ど

に 発生 し た と 報告 さ れて い る 。 さ ら に 関東地方で も シ シ

ト ウ や ピ ー マ ン， キ ク で発生が認め ら れて い る 。 こ の よ

う に ， 本病が急速 に 分布地域 を 拡大 し被害植物 も 増加 し

て い る 原因 に は， 病原 ウ イ ル ス の媒 介昆虫で あ る ミ カ ン

キ イ ロ ア ザミ ウ マ が難防除害虫 で あ り ， 薬剤 の効果が発

揮 さ れ に く い， 旺盛な 繁殖力 を持 っ て い る な ど の た め に

急速 に そ の分布地域 を 拡大 し て い る こ と と 深 い 関係があ

る と 見 ら れて い る 。

同様 に ， 新 し く 宿主植物が鉱大 し て い る 病原菌 に は ，

Botηtis cinerea， Coryneゆora cassiicola， Rhizocfonia 

solani， Sclerotium rolj告が な どが あ る 。

W 新病害発生と今後の問題点

病害の発生 は ， 以前 に 記述 し て い る と お り (我孫 子，

1987) ， 野 菜 を 取 り 巻 く 環境， す な わ ち間 接 的 に は 社

会 ・ 経済 環境お よ び直接的 に は栽培環境 に よ っ て複雑 に

変動す る 。 今後の病害発生の 予測 を す る こ と は極 め て 難

し い が， 現在の野菜栽培の 現状 を踏 ま え ， 今後実施 さ れ

る で あ ろ う 栽培方向か ら 病害 の 発生 を予測 す る と 次 の よ

う な こ と が考 え ら れ る 。

1 養液栽培で発生 す る 病害

養液栽培 に は， 湛液型， NFT， ロ ッ ク ウ ー ル， れ き

耕な ど， 多数の方式が あ る が， 土壌 を使用 せ ず に 定期的

に 根 に 養液 を浸す あ る い は噴霧 し て， 野菜 を栽培す る こ

と は共 通 し て い る 。 施設全体の 設置面積 に 占 め る 養液栽

培 の割 合 は， 1987 年 : 0 . 8% ，  1989 年 : 0 . 9% ，  1991  

年 : 1 . 1 % で あ っ て 漸増傾 向 に あ る が， 急激 な 増加 に は

な っ て い な い。 作物別 の栽培面積 は ， ①ミ ツ バ， ② ト マ

ト ， ③カ イ ワ レ ダイ コ ン， ④サ ラ ダ ナ ， ⑤ ネ ギ， ⑥キ ュ

ウ リ ， ⑦ イ チ ゴ の 順 で あ る (高島 ， 1993) 。 養液栽培が

開発 さ れた 当初 に は ， 土壌 を使用 し な い栽培の た め ， 連

作障害の主因であ る 土壌伝染性病害が発生 し な い と 予測

さ れ， 本栽培法の利点 と し て挙げ ら れて い た 。 し か し ，

養液栽培が普及す る の に 伴 っ て ， 周 知の よ う に 多数の病

害が発生 し ， 土耕の施設栽培 と ほ ぽ同様 に 被害 を及 ぽ し

て い る の が現状であ る 。 か え っ て ， 土壌の緩衝作用 が な

い た め に ， い っ た ん土壌伝染性病害が発生す る と 土耕栽

培 よ り も 被害が甚大 に な る 場合が多 い 。

後継者が夢 を持 っ て働 げ る 農業生産， 栽培管理の省力

化 ・ 軽作業化 を 目 指 し て ， 養液栽培 は 今後 も 実施 さ れ る

と 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， 本栽培 に よ っ て 発生す る 新

病害や既 存病害の被害 も 少 な く な る こ と は な い と 考 え ら

れ る 。
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2 セ ル成型育苗で発生 す る 病害

現在， 野菜栽培の育苗方法に 大 き な変化が起 こ っ て い

る 。 従 来 は 地床や ポ ッ ト で育苗 さ れて い た のが， 使用 す

る 資材 (培養土， セ ル ト レ イ ) の変遷， 省力化， 機械化

な ど栽培技術の進歩に よ っ て ， 多 く の野菜がセ ル成型育

苗に な っ て き て い る 。 こ の た めに 栽培上 は斉一で均整な

苗が望 ま れ る が， セ ル ト レ イ を使用 し た 育苗法 は 限 ら れ

た 根域， 頭上潅水， 育苗環境 (気温， 日 照) な どに 影響

さ れて ， 健 全 な 苗 を 得 る た めに は栽培的に も未 解決 な問

題点、が多 い。 本育苗法が普及 し ， 今後年 を 経 るに 伴 っ
て ， 育苗中に 発生す る 病害が増加 し て く る も の と 考 え ら

れ る 。

お わ り に

こ れ ま で述べて き た よ うに ， 最近発生 し た 野菜の新病

害 は多 数あ り ， ま た既 存病害の病原菌に 新 レ ー ス の発生

が認め ら れて産地で問題に な っ て い る 事例 も 多数あ る 。

ま た ， 栽培方法の変遷に 伴 っ て 増加 し そ う な病害に つ い

て も 大胆に 予測 し た が， こ れ ら の病害に つ い て 今後適切

な 防除対策 を立て る こ と が， 野菜の病害研究に 携わ る も

の の務 め で あ り ， 栽培関係者へ適切な提言 を す る こ と が

大切 と 考 え ら れ る 。

ヨヨヨヨ二日
0第 53 回通常総会開催 さ る

5 月 27 日 ， 午後 2 時か ら 虎 ノ 門ノ T ス ト ラ ルに お い て ，
第 72 回理事会及 び第 53 回通常総会が開催 さ れた 。 出席
者 は 1 16 名 であ っ た 。
【通常総会議事内容】

梶原理事長が議長 と な り ， 岩本常務理事が提出議案の
説 明 を行い， 審議が行わ れた結果， 平成 8 年度事業報告
及び収支決 算 9 年度事業計画及び収支予算案等 は， す
べ て 原案 ど お り 議決 さ れた 。

本年度 は任期満了に 伴 う 全理事， 監事及 び評議員 の改
選が行わ れ， 同 日 開催 さ れ た 第 72 回理事会 で は ， 新理
事聞で常勤理事の互選が行われた 結果， 理事長に つ い て
は 当面空席， 常務理事に は 岩本 毅氏 と 新たに 田 中良明
氏が選出 さ れた 。

ま た ， 梶原敏宏氏 は， 会長に 就任す る こ と と な っ た 。
な お， 飯 田 格理事， 石井象二郎理事， 鈴木照麿理

事， 田林 聴理事， 徳島 秀一理事， 輿良 清理事 は， 任
期満了に 伴い ， 退 任 さ れ る こ と と な っ た 。
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新たに 選出 さ れ た 役員 は 次 の と お り で 5 月 29 日 付
で就任す る こ と と な っ た 。
会 長 梶原 敏宏
常務理事 岩本 毅， 田 中 良明
理 事 赤井 純， 伊藤 和男， 岩田 俊一，

岡本 英誠， 垣本喜代治， 加藤 肇，
加藤 秀市， 小林 昭生， 管原 敏夫，
武市 敏男， 谷津 康彦， 千坂 英雄，
土崎 常男， 戸川 武志， 長谷川邦一，
福 田 秀夫， 古田 好， 溝 口 晃，
村井 敏信， 室賀弥三郎， 望月 信彦，
山瀬 博， 渡辺 一夫

監 事 斎藤喜久雄， 佐々 木 亨， 東方 久男
【平成 9 年度収支予算】 (単位 : 千円 )

公益一般会計
公益委託試験会計
収益事業会計
JPp ネ ッ ト 特別会計
そ の他特別会計

計

予算額 前年度予算額 増減
349 ， 053 295 ， 747 53 ， 306 

2 ， 449 ， 444 2 ， 342 ， 301 107 ， 143 
152 ， 135 152 ， 551 ム 416
96 ， 162 85 ， 810 10 ， 352 
47 ， 325 19 ， 573 27 ， 752 

3 ， 094 ， 1 1 9  2 ， 895 ， 982 198 ， 137 
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